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	事例タイトル
	20代女性管理者の挑戦　～行動することで切り開いた成長記録～

	実践内容
	＜背景ときっかけ＞

・平成26年4月あけぼの会に入社し、あけぼの会の目指すビジョンに学生時代では感じられなかったワクワクとした気持ちに駆られていた。
・入社後の決意表明式にて、「3年後に施設長になりたいです」と上長の前で発表し、ぶっとんでいる新入社員がきたぞと騒がれる。
・自分がやってみたいことがいっぱいあり、カタチにするためには上にあがるしかない！と思っていた。
・自分でなんでもやりたいという気持ちの半面、自分のことしか考えていなかったために、上になる（役職がつく）ということの大変さには気づいていなかった。
・入社７年目で係長の役職をいただいたが、そこまでにはたくさんの挑戦と失敗があった。
・自分の振り返りとしても、今までの実践内容の共有をさせていただきたい。

＜取り組み＞

➀利用者のオモイをカタチにしたい
利用者さんが楽しんでもらうことができるように、企画を沢山あげた。季節ごとのイベントや
外出企画に関しても、利用者さんとの会話の中からヒントを得ながらカタチにしていった。
②自分のオモイが強すぎることで、周りと対立
利用者さんのオモイや自分のオモイが先走り、一緒に働いてくれるスタッフの気持ちを全く
考えていなかった。周りのスタッフに対して「自分でやったほうが早い」「なにもわかっていな
い」などと感じてしまい、スタッフにきつく当たってしまうこともあった。当時はまだ2年目。後
輩職員と対立し先輩職員からも指導を受ける。
③3年目で管理者になり、結果を出す
失敗を繰り返しながらも、自分の目標である3年で施設長になるということを叶えてくれた法
人に感謝しながら、このときはまだ自分のやりたいことを自由にできるようになるんだ！とい
う安易な考え方で過ごしていた。介護職員→生活相談員への職種変更もありケアマネジャ
ーさんとのやりとりも増える。月間稼働率最大１０５％を記録。忙しすぎて自分のやりたい企
画ができなくなる。周りに頼らないといけない大切さに「少し」気づく。「忙しい中すみません。
協力してもらえますか？」「助けてもらえますか？」と少しずつ言えるようになる。

④7年目で新規事業立ち上げメンバーに
令和2年9月より、新天地で半日型の新規事業立ち上げの生活相談員として勤務する。開
設時は10名定員からスタート。開設より8か月目で１５名定員変更する。現在１０か月目で
登録者数93名、１５名定員で、稼働率６６％ほど。マーケティングの取り組みを意識して取
り組んでいた。どうしても一人でマーケティングすることが多くなっていたが、コロナの状況を
みながら、他のスタッフにも活躍してもらえるように体験利用等（ケアマネも同行）を積極的
に受け入れ、個別対応し、他スタッフとも交流してもらう。自分が主役になって運営するので
はなく、大枠（法人の方針と自分のオモイ）を見える化しながら、黒子に徹し、若手スタッフ
が活躍できる場を設ける（ケアマネモニター会）。そしてしっかり褒めるを実施！感謝するこ
とを覚える。
⑤地域貢献・社会参加の新しい取り組みに挑戦中！
人員基準等を緩和したサービスを取り入れて、スタッフの休みも確保しながら利用者さんの
ニーズに合わせた地域発の取り組みをＲ３．７～開始予定（今後報告させていただきます）

	成果
	・人間関係などでも自身の課題がかなり浮き彫りになり、最初は自分のことしか考えられないワ
ンマンプレーヤーだったが、たくさん失敗して気づくこともあり、年数を重ねていき、周りをみる
力や助けてもらう必要性を感じることができるようになった。
・「20代女性」というワードで他者（スタッフ、ケアマネともに）イメージとしては、なにかを率先してやろうとするとあまりいい顔をされないこともあって悔しい思いもした。でも行動し続けて、挑戦と失敗を繰り返していく中で、信頼してくれる仲間（スタッフ）をつくることができた。
・新しい挑戦を行っていく上でも、ケアマネジャーとのつながりやスタッフとの信頼関係の大切さを感じることができた。自分のオモイをカタチにしたいときに自分の力やオモイだけではなにも達成できないということを感じることができた。
・一緒に働いてくれる仲間を大切にすること、「ありがとう」「ごめんなさい」「お願いします」が溢れる職場が少しずつ構築されてきた。
・人の上に立って働くということが、「自分のオモイをカタチにしたいだけ」という考え方から「地域
の皆さんのオモイをカタチにしたい」と考えているスタッフと一緒に取り組んでいくことができるようになった。自分の成功イメージの中に出てくる人数が増えたことが自分の成長と感じる。

	成功の
ポイント
改善への

気づき
	＜成功のポイント＞
・自分の弱さ（人との協力を怠るところ）に気づくことができた。
・人と協力することで新しいことに取り組んでいくことができた。
・協力を得るには、日々の声掛け、「ありがとう」「ごめんなさい」「お願いします」の言葉を使うこと
が大事。
・一日三回褒めるを意識すること
・業務協力を積極的にやってくれることで、相談員としても営業等で外に出る時間を確保し、ケア
マネジャーさんに会う機会を多くつくることができた
・スタッフに感謝する回数が増えた。

＜改善への気づき＞
・自分でなんでもやる！できる！と思ってたが、一人ではなにもできなかった。周りのスタッフと信頼関係の構築が大切で、相手を思う気持ちを持って関わることで信頼できる仲間ができると感じた。
・これから何に取り組むにしても、この失敗や信頼することを忘れないでいきたいと感じた。
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	※情報交換のより活性のために添付資料をお願いします。



